
事務事業評価調書

　中長期の県政の指針である「21世紀兵庫長期ビジョン」の策定から20年、改訂から10年近い時が経ち、社
会が大きく変化する中、現行ビジョンに代わる新ビジョン（全県・地域）を2021年度末に策定する。

【年度】

目 標
新ビジョン

案作成
新ビジョン

策定
新ビジョン

策定

事
業
目
的

新ビジョンの策定検討

達成率(見込) － － －

－

３年度
見込

４年度
目標

最終目標

－

－ － －(単位当たりコスト)

事業目的の
達 成 度 を
示 す 指 標

指標名 区　　分
元年度
実績

２年度
実績

実 績 ( 見 込 )
新ビジョン

案作成

－ － －

－

３
年
目
の
見
直
し

令和３年度で新ビジョンを策定のため廃止。

－

－

人件費②（a＋b＋c）
17.0人 従事人員

評
　
　
価

・新ビジョンのたたき台として策定した将来構想試案を元に、地域のキーパーソンへの個別ヒアリングや、
県民とのビジョンを語る会、グループインタビュー、中高大学生等への出前講座などを開催し、延べ10,000
万人規模（令和元年度含む）の県民と意見交換を実施した。
・新全県ビジョンについては、上記県民意見を踏まえながら、若手有識者等による新ビジョン企画委員会で
起草・検討を行ない、長期ビジョン審議会での議論を経て、新しい時代の兵庫づくりを分かりやすく共有で
きる新たな指針「ひょうごビジョン2050」を策定した。
・各県民局・県民センターにおいては、地域ビジョン検討委員会を設置・運営。県民意見を丁寧に反映しな
がら、地域の特色を踏まえ、めざす姿を重点化した９つの新地域ビジョンを策定した。

［うち事業拡大分］ －

[うち事業拡大分] [0千円] [0千円] [0千円] －

8,464 千円 9,282 千円

134,384 千円

総コスト（①＋②）
従事人員 16.0人 従事人員 16.0人 従事人員

(国庫支出金)

17.0人 従事人員 －

－

116,336 千円 115,008 千円 129,319 千円 －職員給与費　　　　   a

賞与引当金繰入額     b 9,312 千円 9,280 千円 9,894 千円

－

従事人員 16.0人 従事人員 16.0人 従事人員

退職手当引当金繰入額 c 8,736 千円

－

135,319 千円 157,201 千円 171,680 千円

経

費

内

訳

報酬・賃金

(0千円) (0千円) (0千円)

(その他[         ]) (0千円) (0千円) (0千円)

(県債) (0千円) (0千円) (0千円)

6,527 千円

貸付金 0 千円 0 千円

0 千円 0 千円

（
財
源
内
訳
）

施 策 体 系 施策横断 所 管 課 班 ビジョン課ビジョン班

事
業
に
要
す
る
コ
ス
ト

(24,449千円) (23,185千円) －

－

－

－

0 千円 －

その他需用費等

132,752 千円 148,495 千円 －

10,797 千円 19,335 千円

(一般財源) (935千円)

委託料 0 千円

区　　　　分

－

0 千円 7,125 千円 1,193 千円 －

－

935 千円

事 業 名 新ビジョンの策定検討（令和元年度～） 連 絡 先 078-362-3072

2,657 千円 －

補助金・交付金 0 千円

－

元年度決算額 ２年度決算額 ３年度当初予算額 ４年度当初予算額

事業費① 935 千円 24,449 千円 23,185 千円



事務事業評価調書

指標名 区　　分
元年度
実績

－ －
新ビジョンの

推進

(単位当たりコスト)

４年度
目標

最終目標

【年度】
３年度
見込

－ －

目 標

－

３
年
目
の
見
直
し

－

評
　
　
価

・新全県ビジョンの実行プログラムとして、地域創生戦略をはじめ各分野の基本的な計画を位置付け、県を挙
げてビジョンの実現に向けた施策を推進。新全県ビジョンの実現に向けて県として先導的に取り組む重点プロ
ジェクトを明確化し、民間の発意を活かす「公民連携」を基本にプロジェクトを推進する。
・９つの地域の将来像と行動目標を示す新地域ビジョンのもと、各地域の個性を伸ばす取組を推進。地域の多
様な主体をつなぎ、地域ならではの取組を企画する委員会を各地に設置する。

［うち事業拡大分］ －

新ビジョンの
推進

－ －

－

－ －

－ － －

実 績 ( 見 込 ) －

事
業
目
的

新ビジョンの推進

8,993 千円

－ － －

－ 17.0人

２年度
実績

事
業
に
要
す
る
コ
ス
ト

区　　　　分 元年度決算額 ２年度決算額

従事人員

達成率(見込)

(0千円)

(一般財源) － － －

事業目的の
達 成 度 を
示 す 指 標

　新全県ビジョンの実現に向けた実行プログラムの推進、新地域ビジョンの実現に向けた企画推進体制の構築
など、新ビジョンの実現に向けた取組を推進する。

総コスト（①＋②）
従事人員

9,860 千円

職員給与費　　　　   a － － － 127,670 千円

賞与引当金繰入額     b

[0千円]

退職手当引当金繰入額 c －

[うち事業拡大分]

－ －

－ － －

従事人員 － 従事人員 －

－

(その他[         ]) － － －

－

－ － －

－ － 5,521 千円

－ －

人件費②（a＋b＋c）
－

(21,761千円)

－ － －

従事人員 － 従事人員 － 従事人員

168,284 千円

従事人員 17.0人

（
財
源
内
訳
）

(国庫支出金) － －

146,523 千円

事業費① － － －

(0千円)

(県債) － － － (0千円)

21,761 千円

経

費

内

訳

報酬・賃金 － － －

貸付金 － － － 0 千円

その他需用費等 －

事 業 名 新ビジョンの推進（令和４年度～） 連 絡 先 078-362-3072

施 策 体 系 施策横断 所 管 課 班 ビジョン課ビジョン班

－ － 0 千円

10,823 千円

委託料 － － － 5,417 千円

補助金・交付金 －

３年度当初予算額 ４年度当初予算額
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評
　
　
価

地域課題の解決を図るため、県内の起業家・事業者等の技術を活用した協働実証を実施。市町や庁内部局からの課
題募集及び選定を行い、課題解決事業者とマッチングした上で、県の支援のもと課題提案者と事業者による実証実
験を推進する。
※令和５年度で終了(令和５年度に令和６年度以降の事業のあり方を検討)

３
年
目
の
見
直
し

－

(5)

(単位当たりコスト) － － － (5,448 千円)

［うち事業拡大分］

事業目的の
達 成 度 を
示 す 指 標

－ －

－

４年度
目標

最終目標

【年度】

－ －

事
業
目
的

県内の地域課題の解決を図るため、県内の起業家・事業者等の技術を活用した協働実証を実施する。

地域課題解決件数

目 標 － － － 5 10

【令和５年度（累計）】

指標名 区　　分
元年度
実績

２年度
実績

３年度
見込

実 績 ( 見 込 ) －

－

達成率(見込) － － － (100.0%)

[うち事業拡大分] － － －

15,020 千円

[0千円]

４年度当初予算額

総コスト（①＋②）
従事人員 － 従事人員 －

人件費②（a＋b＋c）
従事人員

2.0人

－ － － 27,238 千円

従事人員

1,160 千円

1,058 千円

従事人員 2.0人

賞与引当金繰入額     b － － －

従事人員 －

－ 従事人員 － 従事人員

退職手当引当金繰入額 c － － －

－

－ － － 17,238 千円

(0千円)

(県債) － － － (0千円)

(0千円)

(一般財源) － － － (10,000千円)

（
財
源
内
訳
）

(国庫支出金) － － －

(その他[         ]) － － －

0 千円

その他需用費等 － － － 0 千円

事業費① － － －

貸付金 － － －

10,000 千円

経

費

内

訳

報酬・賃金 － － － 0 千円

委託料 － － － 10,000 千円

補助金・交付金 － － － 0 千円

施 策 体 系 施策横断 所 管 課 班 ビジョン課ビジョン班

事 業 名
兵庫版シビックテック｢ひょうごTECHイノベーションプロ
ジェクト｣の実施（令和４年度～）

連 絡 先 078-362-4313

事
業
に
要
す
る
コ
ス
ト

区　　　　分 元年度決算額 ２年度決算額 ３年度当初予算額

職員給与費　　　　   a － － －


